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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
る
加
藤
篤
士
道
・

日
本
生
産
性
本
部
主
席
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
話

　
今
回
の
研
修
で
は
、
全
社
的
な
視
点
で
も
の
を
見

て
、
か
つ
、
事
業
会
社
と
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い

う
関
係
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
組
織
を

引
っ
張
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
た
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス

ト
が
あ
っ
た
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
に
は
、

そ
の
相
手
で
あ
る
事
業
会
社
を
よ
く
知
る
必
要
が
あ

る
。
事
業
会
社
の
社
員
と

同
じ
目
線
に
立
っ
て
、
経

営
課
題
の
解
決
案
を
考
え

て
も
ら
っ
た
。

　
事
業
会
社
も
趣
旨
を
理
解
し
、
快
く
受
け
入
れ
て

も
ら
っ
た
。
惜
し
み
な
い
情
報
提
供
も
あ
り
、
議
論

や
発
表
の
場
面
で
も
本
当
に
多
く
の
経
営
幹
部
に
出

席
い
た
だ
い
た
。他
社
で
は
見
ら
れ
な
い
、こ
の
関
わ

り
方
の
密
度
の
濃
さ
が
志
高
塾
の
最
大
の
特
徴
だ
。

　
我
々
は
近
年
、
「
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
「
研
修
と
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
両
輪
で
あ
っ
て
、
研
修
と

い
う
ツ
ー
ル
を
使
い
な
が
ら
、
当
該
企
業
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
企
業
価
値
を
上
げ
て
い
く
」

「
企
業
価
値
の
向
上
を
達
成
す
る
た
め
の
一
つ
の
ツ

ー
ル
と
し
て
研
修
を
行
い
、
人
材
育
成
を
図
っ
て
い

く
」
考
え
方
だ
が
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
企
業
価
値
の

向
上
を
大
命
題
に
掲
げ
る
志
高
塾
は
、
ま
さ
に
「
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
の
好

事
例
と
い
え
る
。

　
中
小
企
業
の
場
合
は
ト
ッ
プ
が
決
断
す
れ
ば
即
、

実
行
と
な
る
場
合
が
多
い
が
、
大
企
業
の
場
合
は
ト

ッ
プ
が
決
め
て
も
な
か
な
か
全
体
が
動
か
な
い
。
社

員
に
考
え
方
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
実
行
し
て
も
ら

う
ツ
ー
ル
と
し
て
、
研
修
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
効

果
的
だ
。
「
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
」
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
研
修
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
今
後
、
増
や
し
て
い
き
た
い
。

第
２
期
「
志
高
塾
」
が
ス
タ
ー
ト

　
ニ
チ
レ
イ
（持
株
会
社
）

は
、
グ
ル
ー
プ
の
次
世
代

を
担
う
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
す
る
約
半
年
間

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「志
高
塾
」

（
ニ
チ
レ
イ
Ｈ
Ｃ
ビ
ジ
ネ

ス
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
）

を
昨
年
度
か
ら
開
始
し

た
。

　
狩
野
豊
・
ニ
チ
レ
イ
人

事
総
務
部
長
は
、
「
２
０

０
５
年
の
分
社
化
に
よ

り
、
ス
タ
ッ
フ
部
門
が
中

心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た

ニ
チ
レ
イ
プ
ロ
サ
ー
ヴ
で

は
、
シ
ェ
ア
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
機
能
と
し
て
の
専
門
性

の
発
揮
や
、
各
事
業
会
社

の
課
題
遂
行
支
援
に
軸
足

が
置
か
れ
て
き
た
が
、
今

後
（
２
０
１
３
年
、
ニ
チ

レ
イ
プ
ロ
サ
ー
ヴ
は
持
株

会
社
に
統
合
）
は
、
よ
り

『
求
心
力
』
を
発
揮
し
て

グ
ル
ー
プ
企
業
価
値
の
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
持
株
会
社
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
経
営
的
視

点
で
、
よ
り
高
度
な
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
機
能
を
発
揮
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
遂
行
で
き
る

人
材
を
育
て
た
い
と
考
え

た
」
と
ね
ら
い
を
語
る
。

　
ニ
チ
レ
イ
は
、
ニ
チ
レ

イ
グ
ル
ー
プ
全
体
を
統
括

す
る
持
株
会
社
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
営
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
・
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
・
資
金
調
達
・
各
事

業
会
社
の
経
営
支
援
の
機

能
を
有
し
、
企
業
価
値
の

最
大
化
を
目
指
し
た
組
織

運
営
を
推
進
し
て
い
る
。

事
業
会
社
に
は
、
冷
凍
食

品
事
業
の
ニ
チ
レ
イ
フ
ー

ズ
（
以
下
、
フ
ー
ズ
）
、

低
温
物
流
事
業
の
ニ
チ
レ

イ
ロ
ジ
グ
ル
ー
プ
（以
下
、

ロ
ジ
グ
ル
ー
プ
）
、
水
産

・
畜
産
事
業
の
ニ
チ
レ
イ

フ
レ
ッ
シ
ュ
、
ニ
チ
レ
イ

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
４

社
が
あ
り
、
中
で
も
フ
ー

ズ
と
ロ
ジ
グ
ル
ー
プ
の
事

業
規
模
が
大
き
い
。

　
第
１
期
の
志
高
塾
は
、

昨
年
９
月
か
ら
今
年
２
月

ま
で
毎
月
１
回
（
１
回
あ

た
り
２
～
３
日
）
、
計
６

回
（
延
べ
�
日
間
）
行
わ

れ
、
ニ
チ
レ
イ
所
属
の
経

営
企
画
、
人
事
総
務
、
財

務
、
経
理
等
の
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
（
以
下
Ｇ
Ｌ
。

部
長
代
理
、
課
長
層
）
�

人
が
参
加
し
た
。

　
受
講
生
は
、
経
営
戦
略

や
財
務
・
会
計
等
、
事
業

会
社
の
分
析
に
必
要
な
知

識
を
学
ん
だ
後
、
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
事
業
会
社
４

社
の
分
析
及
び
４
社
の
経

営
層
と
の
議
論
を
行
っ

た
。研
修
日
程
と
は
別
に
、

各
事
業
会
社
の
物
流
セ
ン

タ
ー
や
食
品
工
場
を
訪
問

す
る
チ
ー
ム
も
見
ら
れ

た
。
こ
の
間
、
法
務
、
部

下
育
成
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
、
労
務
管
理
、
内
部
統

制
等
の
学
習
も
行
っ
た
。

　
最
終
回
の
第
６
回
に

は
、
グ
ル
ー
プ
発
表
と
個

人
発
表
が
行
わ
れ
た
。
グ

ル
ー
プ
発
表
で
は
、
フ
ー

ズ
と
ロ
ジ
グ
ル
ー
プ
の
２

事
業
会
社
の
経
営
課
題
解

決
策
と
、
ニ
チ
レ
イ
グ
ル

ー
プ
の
企
業
価
値
向
上
の

方
向
性
を
、
事
業
会
社
の

経
営
層
な
ど
に
向
け
て
提

案
し
た
。個
人
発
表
で
は
、

各
受
講
生
が
「
自
部
署
の

５
年
後
の
理
想
像
と
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
上
司

に
向
け
て
宣
言
し
た
。

　
研
修
全
体
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
加
藤
篤
士
道

・
日
本
生
産
性
本
部
主
席

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

討
議
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
は
加
藤
氏
と
檜
作
昌
史

・
同
本
部
主
任
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
２
人
が
務

め
て
い
る
。

　
「
志
高
塾
の
第
一

の
目
的
は
、
事
業
会

社
の
事
業
を
知
る
こ

と
だ
。
持
株
会
社
に

必
要
な
の
は
、
事
業

の
空
気
を
肌
感
覚
で

理
解
で
き
、
事
業
会

社
の
社
員
と
対
等
に

話
が
で
き
る
人
材

だ
。
事
業
会
社
の
財

務
諸
表
や
経
営
計
画

を
理
解
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
社
員
の
生

の
声
を
聞
い
て
、
事

業
会
社
が
抱
え
る
悩

み
や
経
営
課
題
を
共
有
化

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
第

二
の
目
的
は
、
持
株
会
社

社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

だ
。
こ
の
�
年
間
、
体
系

的
な
教
育
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
。
Ｇ
Ｌ
層
の
教
育

か
ら
始
め
、
今
後
は
、
マ

ネ
ジ
ャ
ー
（
課
長
代
理
）

層
、
主
任
係
長
層
へ
と
対

象
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
（
狩
野
人
事
総
務
部

長
）
と
い
う
。

　
６
月
か
ら
は
、
�
月
ま

で
の
日
程
（延
べ
�
日
間
）

で
、
第
２
期
の
志
高
塾
が

受
講
生
�
人
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
第
２
期
で
は
、
主

な
対
象
が
Ｇ
Ｌ
層
か
ら
マ

ネ
ジ
ャ
ー
層
に
変
わ
っ
た

た
め
、
持
株
会
社
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
必
要
な
基

礎
知
識
を
幅
広
く
学
ぶ
こ

と
を
研
修
の
主
眼
と
し
て

い
る
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し

て
の
心
構
え
や
基
礎
知

識
、
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン

グ
、
ロ
ジ
カ
ル
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
研
修
項

目
を
新
た
に
加
え
た
。

　
�
月
の
最
終
回
で
は
、

「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
理

想
像
」
と
「
組
織
の
課
題

解
決
」
（
自
部
門
の
課
題

の
明
確
化
、
課
題
解
決
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み

等
）
を
受
講
生
が
発
表
す

る
予
定
だ
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、「持

株
会
社
の
構
造
改
革
と
人

事
制
度
改
革
を
現
在
検
討

し
て
い
る
が
、
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
第
１
期
の
受

講
生
を
中
心
に
回
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
が
可
能
に
な
れ
ば
、

志
高
塾
が
人
脈
の
面
で
も

ス
キ
ル
の
面
で
も
生
か
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
研
修

を
、
持
株
会
社
の
経
営
課

題
を
み
ん
な
で
考
え
る
き

っ
か
け
に
し
て
い
き
た

い
」
（
狩
野
人
事
総
務
部

長
）
と
し
て
い
る
。

　
記
事
の
問
い
合
わ
せ

は
、
同
本
部
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
部
、
電
話
�
（
３

４
０
９
）１
１
３
０
ま
で
。

狩
野
豊
・
ニ
チ
レ
イ
人
事

総
務
部
長
の
話

　
２
０
０
５
年
の
持
株
会

社
化
は
、
冷
凍
食
品
と
低

温
物
流
な
ど
の
事
業
を
財

務
的
に
も
構
造
的
に
も
独

り
立
ち
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
界
で
生
き
残
る
と
い

う
、
遠
心
力
の
効
い
た
グ

ル
ー
プ
経
営
が
一
つ
の
ね

ら
い
だ
っ
た
が
、
そ
の

間
、
持
株
会
社
の
機
能

は
、
ニ
チ
レ
イ
プ
ロ
サ

ー
ヴ
に
分
社
化
、
２
０

１
３
年
に
再
統
合
さ
れ

る
と
い
っ
た
経
緯
も
あ

り
、
教
育
体
系
も
あ
ま

り
整
備
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

　
研
修
で
は
、
事
業
会

社
を
ど
う
巻
き
込
む
か

に
留
意
し
た
。
特
に
フ

ー
ズ
と
ロ
ジ
グ
ル
ー
プ

の
２
社
に
は
、
経
営
企
画

部
長
を
中
心
と
し
た
経
営

幹
部
に
相
当
な
時
間
を
取

っ
て
も
ら
っ
た
。
課
題
の

共
有
と
解
決
策
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
は
、
四
つ
の

事
業
会
社
ご
と
に
す
べ
て

行
っ
た
。
１
期
生
の
最
終

成
果
物
は
グ
ル
ー
プ
の
会

長
、
社
長
全
員
に
配
布
し

て
い
る
。

　
志
高
塾
を
通
じ
て
、
持

株
会
社
の
あ
り
方
の
再
構

築
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
。
事
業

会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
と
、
持
株
会
社
社
員
と

し
て
の
当
事
者
意
識
を
醸

成
す
る
こ
と
に
特
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　
第
１
期
で
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
自
ら
の

想
い
を
描
き
切
る
と
い

う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
部

分
が
多
か
っ
た
の
に
対

し
、第
２
期
で
は
、『
プ

レ
ー
ヤ
ー
か
ら
マ
ネ
ジ

ャ
ー
へ
』
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
論
理
的
に
も
の

を
見
て
伝
え
る
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

等
の
底
上
げ
を
図
る
た

め
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
部
分

を
増
や
し
た
。

　
第
１
期
の
終
了
後
、
Ｇ

Ｌ
間
の
日
常
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
予
想
以
上
に
活
発

に
な
り
、
前
よ
り
も
本
音

で
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
後
の
進
展
を
期

待
し
た
い
。


